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   ＜あらまし＞  本研究では，親性の向上を支援するファミリー・ポートフォリオを構築し，実践と
評価を行った．親性の向上の支援原理として，教育現場で用いられるポートフォリオにより生じるフ

ォリオシンキング（folio thinking）を用い，機能を設計した．日常的に記録を取りためる際にはカテ
ゴリーや気持ちを付与し，定期的に振り返る機能として，「家族新聞」を発行する．一定期間の利用の

前後に「親性尺度」の調査を実施し，その変化を検討するとともに機能を評価した． 
 
    ＜キーワード＞  eポートフォリオ，親性，家族対話，生涯発達 
 
１．はじめに 
 
家庭の教育力の低下が課題に挙げられ，子育て

に関する親の学びの促進等，様々な取り組みが行

われている．親が成長する支援を行う目的のもと，

筆者らは，子どもの制作物を記録・観賞すること

に特化した“ツクルミュージアム”の効果を検討
した（Sato et al. 2014），アプリの使用が家族対
話を促し，「親性」の一部の向上に寄与している

可能性を見出すと同時に，親によって活用時の意

識や取り組み方の違いがあるという結果も得ら

れている（佐藤 2016）． 
 
２．本研究の目的 
本研究では，子どもの制作物を記録・観賞する

ことに加え，家族全体の記録を蓄積するファミリ

ー・ポートフォリオ（以下 FP）を構築し，評価
することを目的とする．支援する親の発達や成長

は，「親性」という概念を用いる．「親性」とは，

「母性と父性とを統合した性質で，親が自分の子

どもを養い育てようとする性質」と定義され，大

橋ほか（2010）は，育児期の親性尺度を作成し，
自己への認識と子どもへの認識として整理して

いる（表 1）． 
本研究では，親性の要素を促す FP を構築し，

実践と評価を行う． 
 
３．設計要件 
	 教師支援等の研究で有効性が明らかになって 

表 1	 親性尺度の要素（大橋ほか（2010）より筆者作成） 
自 己 へ

の認識 
「親役割の状態」  
子どもに接しながら，授乳や排泄の世話といっ

た育児能力を身につけ，育児に関心を持ち親と

しての役割に満足感を抱いている状態 
[子育てへの感情（欲求や充実感）  
子どもとの時間（対話や関わり）] 

「親役割以外の状態」  
夫や妻といった役割をもち社会で働く存在

認識を示し，自己肯定感や社会との関係性を

含む 
子 ど も

へ の 認

識 

子どもとの関係を育みながら，子どもの現在と

今後の成長・発達の様子の理解を深め，愛情を

いだきながら接している様子 
[子どもの内面（欲求や気持ち，性格や個性） 
子どもの発達（発育の段階や予測）] 

 
いるポートフォリオにより生じるフォリオシン

キング（folio thinking）を支援原理に用い（小
川ら 2012），FPの設計要件の検討を行った．フ
ォリオシンキングの 3つの原理を FPに照らし合
わせることで以下の要件から機能を設定した． 
①  リフレクション(reflection)→のこす機能  
日々の出来事をリフレクションする機能を設

ける．「誰」の出来事か，どんな「種類」の内容
か，その時の「気持ち」はどうであったかと結び
つけながらリフレクションを行うことで「親性」
向上につなげるものとする． 
②  統合(Integration)→みる機能  
撮りためた記録を見ることで，親性に関わる認識
が統合されることを想定し，時間軸のあるデータ
を「誰」ごと，「種類」ごと，「気持ち」ごとに見
る機能を設ける． 
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③  他者と共有(Sharing of learning)→家族新聞  
他者との共有を通して，より深い理解の助けに

なるという．親子や夫婦，家族全体で FPを共有
することで「親性」項目への意識が向上されるこ
とを想定し，新聞発行機能を設ける． 

 
４．評価と考察 
【調査協力者】  
子育て期である乳幼児～小学生のいる家族 20

組（女性 20名，男性 20名，計 40名）にアプリ 
を１ヶ月間使用してもらった． 
【分析データ】	
	 アプリ使用の前後に質問紙調査を実施した．
「親性」（大橋・浅野 2010）と「記録頻度や記録
に対する意識」について事前事後の変化を見るほ
か，事後ではアプリの活動に関する 5段階評価や
アプリへの要望の自由記述の欄を設けた．	
【質問紙の結果】	
	 事前事後ともに回答のあった29名（女性15名，
男性 14 名）を対象に対応のある t 検定により，
事前事後の比較を行った．「親性尺度」について
は，「子どもへの認識」のみ有意傾向（t(28)=1.964,	
p<.10）であった．これは，佐藤ほか（2016）と
同様であり，記録をとることは子どもへの認識を
深めると言える．	
	 記録に対する意識については，事後に「記録が
取れている」ことへの実感があがり（t(28)=2.544,	
p<.05），子どもや家族の記録については，「子ど
もや家族の記録は，親子の対話のきかっけとな
る」（t(28)=3.550,	p<.01），「子どもや家族の記
録 は ， 家 族 の 対 話 の き っ か け と な る
（t(28)=-1.992,	p<.10）」が事後に上がっていた．
このことから，FP は親子や家族間の対話を促し
ていたといえる． 
【アプリの評価結果】  
	 各項目に対する 5件法（1.まったく違う 2.違う
3.どちらともいえない 4.そのとおり 5. まった
くそのとおり）の回答を肯定的な回答（4,5）と
否定的な回答（1,2,3）に分けて二項検定を行っ
た（表 2）．その結果，のこす・みる・家族新聞
のどの機能も「子どもの成長を振り返ることがで
きた」について有意差が見られた（p<.01）． 
自由記述からは，「記録に残すことを意識した

ため，日常のいろんなことを気にかけるようにな
った．」や「普段は気付かないような子どもの成
長に気付くことが出来た．」の他，「妻と子供が日
常なにをしているのか，なんとなくわかりまし
た．」「自分が一緒に感じたり，体験出来なかった
ことを，共有できたと思う」など，パートナーに
対する気づきが促される様子が見られた． 
【課題と考察】  
記録することで「自分自身のあり方に関する考

えがまとまる」が有意傾向であったものの、「子
どもへの認識」以外に関しては，事前と事後で意

識の変化がみられなかった．多忙な夫婦が継続的
に利用することの困難さも見受けられたことか
ら，機能の改善も含め，自己への認識を深める方
法について，今後の課題としたい． 

 
表 2	 アプリ機能の評価結果（二項検定） 
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